
（別紙３）

～ 2026年　3月　15日

（対象者数） 23 （回答者数）
21

～ 2026年　2月28日

（対象者数） 10 （回答者数）
10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 継続して、月に１～２回は実施していきたい

2
子どもたちの【やってみたい】を叶えられるような

職員体制を作りたい

3
SNSをうまく活用していくこと（LINE、インスタなど）

相談事をチームで解決する体制づくり

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 短時間でも楽しめる活動を考えること

2

学校側に合わせて支援会議を行えるようにすること

支援会議だけでなく、日頃から学校側とコミュニケーション

を取っていくこと

3

段差には視覚的な目印をつける

大きな回収は難しいが、できるところから少しづつ修繕

を行い、ケガにつながらないようにしていく

○事業所名 放課後等デイサービスぼちぼち　

○保護者評価実施期間
2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月　8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　22日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

施設老朽化、バリアフリー
玄関先の段差、居室間の段差が大きい

古い賃貸物件のため大きな回収がしにくい

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

中学生の活動内容
下校時間との兼ね合いもあるが、平日来所後の活動が

限定的になっている

学校との連携
学校側と空き時間が合わず、なかなか支援会議に

進めない（特に普通学校）

活動内容の充実

小グループ（2～3人）で子どもたちによる話し合いで

当日の活動を決定していくこと

集団活動だけでなく、個別活動も行っている

子どもたちによる秋祭りでの自由発表
子どもたちの好きなこと、みんなが楽しめるものを考え

準備を進めて行く。やりたいことを形にしている

保護者が相談しやすい環境づくり
LINEの活用、送迎時に相談の時間を設けることを

行っている

事業所における自己評価総括表公表


